
2018年度 秋 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL23318B12）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

グアテマラ H114 理学療法士 個別 新規 2年 ・2019/1 ・2019/2 ・
2019/3

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

大統領府企画庁

2）配属機関名（日本語）

サンルーカストリマン障害児・者支援協会
NGO

3）任地（ サンルーカストリマン市 ） JICA事務所の所在地（ グアテマラシティ ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ 船+ﾊﾞｽ で 約 4.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

配属先はソロラ県サンルーカストリマン市およびサンアントニオパロポ市の障害のある児童に対して、外来で理学療法、
心理療法、言語療法を提供している。また障害者スポーツにも取り組んでおり、ボッチャ、バレーボール、陸上競技を
それぞれ月に2回から4回程度の割合で行っている。年間予算は約16,000ドル。

【要請概要】
1）要請理由・背景

配属先では体育教師の資格を持つ指導員が障害者スポーツの指導を行っているものの、人員不足のため任地に住む障害
者の大半は障害者スポーツに参加できていない。しかしながら任地では定期的に障害者スポーツ大会が開催されており、
年々そのニーズは高まっている。配属先はこれまで近隣の私立学校や市役所の協力を得て障害者スポーツを実施してき
たが、ニーズの高まりを受け、現在リハビリテーションおよび障害者スポーツを実施することが可能な施設を建設中で
あり、2018年中の完成を予定している。今後、障害者スポーツ裨益者増大、障害児者の生活の質改善、および障害者ス
ポーツ指導者の育成を目的としてボランティアが要請された。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

1.障害児者が実施することが可能なスポーツプログラムの考案と実施
2.障害者スポーツを行うための環境整備
3.障害児者に対するリハビリテーションや支援の方法についての助言
4.障害児者の生活の質改善のための啓発活動の実施
5.障害者スポーツ指導者の育成

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

障害者スポーツ設備(ボッチャボール、バレーボールコート)およびリハビリテーション設備(治療台、バランスボール、
感覚統合のためのボール、平行棒など)

4）配属先同僚及び活動対象者

カウンターパート:20代男性(経験年数3年)
活動対象者:脳性まひ児、視覚障害児、自閉症児、ダウン症児、片麻痺児、言語障害児(9歳から18歳)

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


5）活動使用言語

スペイン語

6）生活使用言語

スペイン語

7）選考指定言語

【資格条件等】
[免許]：（理学療法士）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（専門学校卒）　備考：CPのレベルに合わせるた
め

[経験]：（実務経験）3年以上　備考：経験を基に指導す
る必要があるため

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（温暖冬季少雨気候）　気温：（15～25℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水道]：（安定）

【特記事項】
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